
基本施策 課題と対応シート 
理念 基本目標 基本施策 

安心 安心して暮らす 安心して子どもを育てる 

人々が暮らし続けるように子どもを

安心して生み母子ともに健やかに成

長することができる地域での子育て

や環境づくりをめざします。 

 

区分 課題 
方向性・ 

目標指標 
提案された意見 

※H27 年度で具体的に検討 

検討した

部会 

妊娠・出産 
 
 
 

・市内に出産できる病院がない。
里帰り出産しようと思ってもで
きない 

・出産後、継続的に子育てに関わ
ってもらえる仕組み 

・産科の利便性の確
保 

 
・産前・産後の支援
体制の充実 

・市立恵那病院の整備 安心 

保育 
 
 
 

・共働き世帯の増加 
・未就園児に開かれている地域ご
との一時預かりの場が少ない 

 
・需要の増加によるサービスの質
の確保 

 
・潜在的待機児童 
・保育料が高い 
 
・小１の壁（保育園に対して学童
の終了時間が早い） 

・保育園の運営体制（警報が出る
とすぐ迎えが必要 年末年始、
年度初めに休まなければいけな
い 年度初めは、預けられても
お弁当持ち） 

・病気時・病後児保育の体制（核
家族で困るのが子供が病気にな
った時、費用面、システム面で
使いやすいといい） 

 
・放課後児童クラブがない地域
（串原・飯地・東野・上矢作）
がある 

・放課後児童クラブがあっても定
員超過する地域がある 

・地域の子育て支援
体制の充実 

 
 
・保育サービスの拡
充 

・保育料等のバックア
ップが必要 

・保護者の働き方に合
った保育サービスの
充実（休日保育、病
後児、一時あずかり
など） 

・職場や個人宅などで
の託児のしくみづく
りと支援 

・保育園給食の自園方
式の実施 

 
・放課後児童クラブの
量的な拡充 

 
・トワイライトスクー
ル（学習機会の確
保）、親のニーズに合
った放課後児童クラ
ブの全小学校での実
施 

・一人親家庭への支援 
・警報時の共働き世帯
などの子どもの送り
迎えの支援 

・放課後児童クラブと
放課後子ども教室と
の一体化（放課後子
ども総合プラン） 

安心 

教育 ・いじめ、不登校 

・教育費の増加 

・経済な問題で同じ教育が受けら

れない 

・教育を受ける機会

の保障 

・高校生への奨学金の
実施など学費等の支
援 

・いじめ、不登校の未
然防止 

・一人親家庭への支援 
 

安心 
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基本施策 課題と対応シート 
理念 基本目標 基本施策 

安心 安心して暮らす 安心して働ける 

市内に住む続けることができるよう

に、地域特性を活用した雇用の場づく

りや、市内や通勤可能な地域において

雇用の場を確保するとともに、安心し

て働くことができる環境をつくる。 

 

区分 課題 
方向性・ 

目標指標 
提案された意見 

※H27 年度で具体的に検討 

検討した

部会 

雇用対策 ・派遣、フリーター対策 

・高齢者、障がい者の就労機会 

・高校生、大学生の地元への就職

（事業所が少なく、求める職種

が限られるため、子どもが市

外、県外へ流出） 

・福祉現場の担い手不足 

 

・企業の求人と働きたい人の要望

（給料、仕事内容）が合わない

・子育てをしながら、子供に心身

的無理をさせない時間での労働

できる環境がほしい 

・子育てが一段落したお母さんの

働き場所が少ない 

・事務系を求める人が多く、職種

としてのバランスが取れていな

い 

・若年層が定住でき

る雇用の確保 

 

・子育て世代のニー

ズにあった雇用の

充実 

・高齢者、障がい者

の就労機会の確保 

 

・安定した雇用の確

保 

・交通（道路・公共交

通）の便利なところ

にする（通勤範囲を

広げる） 

 

・正規雇用を増やす 

・地域の中で雇用をつ

くる 

 

・住宅環境を整える

（家を建てやすくす

る、子育てを応援す

る） 

・子育てしながら働け

る企業のリストづく

り 

 

安心 

労働環境 ・長時間労働 

 

・労働災害（メンタルヘルスを含

む） 

・ワークライフバラ

ンス（仕事の生活

の調和） 

・一般就労だけではない

新たな働き方の創造 

・企業への、子育てしな

がら働けるような風

土づくりの啓発を行

う（育児休暇取得等） 

安心 
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基本施策 課題と対応シート 
理念 基本目標 基本施策 

安心 安心して暮らす 健康を維持・増進する 

一人ひとりが健康についての意識を

高めて、できるだけ元気に長寿社会を

楽しむことができるように支援しま

す。 

 

区分 課題 
方向性・ 

目標指標 
提案された意見 

※H27 年度で具体的に検討 

検討した

部会 

健康意識 

 

 

 

・健康教育が十分でない 

・医療費、介護保険給付費の増大

（個人負担の増加） 

 

 

・生活習慣病の増加 

・健康診断を受診する人が増えな

い 

・2025 年問題（団塊の世代が７

５歳以上の後期高齢者になる）

 

・健康を精神的、社会的な健康ま

で捉えることが必要 

 

 

・健康に対する意識

を高める（啓発の

充実等） 

 

・生活習慣病予防・

介護予防の推進 

・健康診断の受診率の

向上（健診受診者よ

り健診未受診者の方

が医療費が高くな

る） 

 

 

 

 

 

 

・小さいうちから健康

が大切だと教育とし

て伝えることが必要 

安心 

健康づくりの

ための環境整

備 

・病気にならないために、生きが

いと健康づくりの土台が必要 

 

 

 

 

・サロン等気軽に集う場所が少な

い 

・健康づくりに取り

組みやすい環境の

整備 

・運動習慣のある人を

増やす 

 

・地域のスポーツクラ

ブの充実 

 

 

・高齢者の居場所づく

り（サロン・コミュ

ニティカフェ等）の

確保 

 

安心 
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基本施策 課題と対応シート 
理念 基本目標 基本施策 

安心 安心して暮らす 日々の暮らしを守る 

高齢者が障がい者ができるだけ自立

して暮らすことができ、社会の中でも

役割を担いいきいきと活動すること

ができる包摂型社会を目指す。 

 

区分 課題 
方向性・ 

目標指標 
提案された意見 

※H27 年度で具体的に検討 

検討した

部会 

高齢者福祉 ・急速に進む超高齢化社会に対応

する健康づくりと介護が必要な

方の増加及び介護の重度化を抑

えるための介護予防 

・ひとり暮らしの高齢者や高齢者

のみの世帯、日中独居の方が増

加している 

・介護予防事業を推進するため、

地域のボランティアを育成する

必要がある 

・日常生活支援サービスの充実、

老老介護の支援 

・地域での相談支援体制 

・ニーズに応じた福祉サービスの

質と量の確保 

・地域の末端までの確実にフォロ

ーできるネットワークシステム

の構築 

・2025 年問題（団塊の世代が後

期高齢者になる） 

・平成 29 年度までに要支援１、

要支援２の認定者は市の地域支

援事業へ移行 

・地域での助け合いが必要 

・生きがいづくりと社会参加や高

齢者の地域での活用方法を検討

する必要がある 

・健康づくりと介護

予防の推進 

 

 

・安心できる介護サ

ービスの提供 

 

・生きがいづくりと

社会参加の推進 

 

 

 

 

・地域包括ケアシス

テムの構築 

 

 

 

 

 

 

・高齢者のスキルの活

用 

 

・各振興事務所に相談

窓口の設置（地域間

格差の是正）など地

域での相談支援体制

の充実 

 

 

 

・元気な高齢者も参加

する地域での高齢者

をサポートする仕組

みづくり 

 

 

安心 

障がい者福祉 

 

 

・障がい者への理解不足（配慮の

欠如等） 

・地域参加、社会参加ができる環

境づくりが必要 

・相談支援体制 

・需要の増加によるサービスの質

の確保 

・精神障害者の増加 

・小学生からの療育がない 

・学童、ショートステイ等預かり

サービスの不足 

・施設入所、ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ（親亡き

後の対応） 

・就労できない人の居場所が必要

・障害者への理解と

社会参加の推進 

・地域で共生できる

障がい者福祉、継

ぎ目のない障がい

者福祉サービスの

構築 

・障害児・者への理解

を深めるため、本人

と家族を支えるシス

テム作り 

・知る機会、交流でき

る場の設定（例：通

常の小学校と支援学

校の交流） 

 

・日中活動の場所の確

保 

 

・農業など障がい者が

働く場を確保する 

 

安心 

社会参加 ・包摂型社会という概念が社会的

に認知されていない 

・グローバリズムに伴う格差社会

・生活困窮者対策の遅れ、貧困の

連鎖への対策 

・就労困難者（ニート、ひきこも

り）対策の遅れ 

・生活困窮者・就労

困難者への支援 

・子どもに教育を受

ける機会を保障す

る 

・高齢者、障害者の

出番づくり 

 

・支援側から働きかけ

（現場に出向く等） 

安心 
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基本施策 課題と対応シート 
理念 基本目標 基本施策 

安心 生命と財産を守る 医療と救急を充実する 

市民病院や診療所、地域の医療体制を

充実するとともに、急病や怪我などか

ら命を救うことができる救急体制の

充実をめざす。 

 

区分 課題 
方向性・ 

目標指標 
提案された意見 

※H27 年度で具体的に検討 

検討した

部会 

医療 ・医師および医療スタッフの不足

・新恵那病院の運営（費用対効

果）や診療科目が少ない（特に

脳外科、心臓、循環器系）こと

・医療機器の更新 

 

・上矢作病院の老朽化、および各

診療所の老朽化対策や、地域内

の病院・診療所の継続 

・産婦人科・小児科の不足 

 

・地域での相談支援体制 

・医師および医療ス

タッフの確保 

・産婦人科・小児科

を中心とした診療

科目の充実 

・病院、診療所の効

率的な管理・運営 

 

・恵那病院の資産（開

放ベッド 10 床、ＭＲ

Ｉデータ）を利用し

た診療所・医院との

ネットワークの充実 

 

 

・各振興事務所に相談

窓口の設置（地域間

格差の是正） 

 

安心 

救急 ・救急隊の現場到着時間の地域格

差 

・救命率の向上 ・ドクターヘリの効果

的な活用 

・ドクターカーの導入 

・救急救命士を増員 

 

・広域連携の推進 

安心 
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基本施策 課題と対応シート 
理念 基本目標 基本施策 

安心 生命と財産を守る 犯罪や事故を防ぐ 

犯罪者に狙われないようにすること

や、交通弱者を守るために、地域が一

体となった見回り・見守り活動や道路

環境の充実を目指す。 

 

区分 課題 
方向性・ 

目標指標 
提案された意見 

※H27 年度で具体的に検討 

検討した

部会 

防犯 ・街頭犯罪や侵入盗等身近な犯罪

の増加 

・振り込め詐欺等による被害 

・地域での防犯体制

の強化 

・高齢者等への啓発

の充実 

 

・防犯パトロールの実

施 

安心 

交通安全 ・子ども、高齢者、障がい者等へ

の啓発 

 

・運転者にも啓発活動が必要 

・危険ドラッグの服用による交通

事故の増加している 

 

・交通安全施設整備（カーブミラ

ー・ガードレール等）の対応 

・通学路の歩道の未設置、通学路

で用水路がふさがっておらず車

が通ると危険な箇所がる。 

・歩道がきちんと整備されていな

いおらず、視覚障がい者にとっ

て危険 

 

・交通弱者（子ど

も、高齢者、障が

い者等）と運転者

双方への啓発機会

の拡大 

 

 

 

 

 

・安全な通学路の整

備 

・低学年の集団登下校

の推進 

・カラー舗装による交

通安全意識を喚起す

る。 

 

 

 

 

 

・通学路の歩道確保 

・通学での有害鳥獣対

策 

 

安心 
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基本施策 課題と対応シート 
理念 基本目標 基本施策 

安心 生命と財産を守る 災害から身を守る 

地震や水害等の災害、火災から命を守

り、できるだけ被害を少なくするよう

に地域や家庭における備えを充実す

ることを目指します。 

 

区分 課題 
方向性・ 

目標指標 
提案された意見 

※H27 年度で具体的に検討 

検討した

部会 

防災 ・地域住民の防災に対する危険意
識が低い（避難所が本当に大丈
夫か確認が必要） 

・地域での助け合いや災害弱者の
把握に不安がある 

・古い住宅等は倒壊の恐れがある
・移動手段の無い老人世帯等の避
難に不安がある 

・昼間における防災体制が弱い
（担い手が勤務で町内にいな
い） 

・防災意識の向上 
 
・地域防災力の向上 

・子どもの頃からの防
災意識を高める 

・住宅の耐震化の啓
発、支援 

・各自治会での取り組
みを強化する 

 
・避難所の見直し（過
去に浸水した避難所
が指定されている） 

 

安心 

減災 ・災害時にライフラインが寸断さ
れた場合の不安 

・ライフラインの確
保 

・緊急輸送道路の整備 
・ハザードマップ危険
区域の住宅建築等を
しっかり規制 

・食料は地産地消でま
かなう。小水力発
電、太陽光発電の整
備の充実 

・常備薬が他人にもわ
かるように、まとめ
て冷蔵庫の中に入れ
ておく 

・井戸水が利用できる
場所を確保する 

・中学生や高校生を災
害対策に活用するた
めに防災・減災教育
を実施する 

・企業との協力（防災
協定等） 

安心 

消防 ・消防署の現場到着時間の地域格
差 

・消防団員の減少（遠隔地で団員
が減少すると常備消防の到着が
遠いので有効な消防活動に支
障） 

・消防隊員の隊員数の違い（住民
サービス格差になる） 

・地域防災では消防団員が人探し
等に駆り出され、子育てもあり
負担が大きいので消防活動等を
見直す時期 

 
・岩村消防署、明智消防署、上矢
作分署の庁舎の老朽化 

・消防体制の充実 ・消防団員の確保 
・消防団のあり方を検
討（機能別消防団員
等） 

・消防団への理解促
進・加入促進 

・消防活動等について
ＯＢや高齢者の力を
借りる 

・企業との協力体制を
つくる（企業と地域
組織の連携等） 

 
・広域連携の推進 

安心 
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基本施策 課題と対応シート 
理念 基本目標 基本施策 

快適 まちの魅力を高める 自然を守り、活かす 

豊かな自然と調和したまちとするた

め、山林や里山、河川などの自然環境

を長期的な視野で保全するとともに、

市民等が親しめる場としての活用を

図ります。 

 

区分 課題 
方向性・ 

目標指標 
提案された意見 

※H27 年度で具体的に検討 

検討した

部会 

山林の活用と

保全 

・人工林の整備不足で、荒廃化し

ている。 

 

 

・森林の公益的機能が発揮されて

いない。 

 

・間伐事業の推進、作業路の路網

整備、天然林への樹種転換、地

籍調査の推進を図っていくこと

が必要。 

 

・山林について市民、所有者等の

現状認識が不足している。 

・長期的な視野で人

工林の整備を進め

る。 

 

 

・長期的な視野で間

伐を実施する。 

 

 

 

 

 

 

・人材の育成と意識

の向上 

・針葉樹林に広葉樹林

を植栽して針広混交

林への転換を図る。 

 

・間伐事業を促進す

る。 

・地籍調査を実施す

る。 

 

 

 

 

 

 

・森の健康診断等森林

関係講座の拡大 

 

快適 

里山の活用と

保全 

・担い手の高齢化、後継者不足に

より増えている耕作放棄地の対

策が必要である。 

 

・有害鳥獣（いのしし等）による

被害が増加している。 

・耕作放棄地の解

消、活用を進め

る。 

 

 

・猟友会等の体制強

化、連携強化を進

める。 

・営農体制の充実と強

化を図る。 

 

 

・猟友会との連携を強

化する。 

・被害状況の周知を図

る 

快適 

河川の活用と

保全 

・水源地を保全する。    

 

Ｎｏ ８ 

8



基本施策 課題と対応シート 
理念 基本目標 基本施策 

快適 まちの魅力を高める 魅力あるまち並みを創る 

魅力を生かしたまち並み（景観）形成

を進めるとともに、快適に暮らすこと

ができる計画的な土地活用を進めま

す。 

 

区分 課題 
方向性・ 

目標指標 
提案された意見 

※H27 年度で具体的に検討 

検討した

部会 

土地 ・耕作放棄地、空き農地が増加し

ている。 

 

 

 

・駅周辺での駐車場が不足してい

る。 

・耕作放棄地、空き

農地の活用を図

る。 

 

 

・駅周辺などの市街

地に駐車場を整備

する。 

・行政による耕作放棄

地の仲介を行う。 

・空き農地のバンク化

を進める。 

快適 

住宅 ・駅周辺やテクノパーク周辺で住

宅が不足している。 

 

 

 

・空き家が増加している。 

 

 

 

 

 

・駅周辺の住宅地で高齢化が進行

している。 

 

 

 

 

 

・空き家対策を強化

する。 

・空き家を更地にし

て土地として活用

する。 

・特定優良賃貸住宅制

度等など、民間活力

等も活用した住宅の

建替え促進を図る。 

 

・恵那暮らしサポート

センターの活動を強

化する。 

・移住促進等の専門の

人材を育成する。 

快適 

景観 ・ごみのポイ捨てなどにより、景

観が悪化している。 

 

・耕作放棄地の増加により、景観

が悪化している。 

・ごみの落ちていな

いまちにする 

 快適 

公園 ・公園の利活用へのニーズが多様

化している。 

・多様な人が訪れる

場として充実させ

る。 

・こどもを安心して遊

ばせることのできる

公園、自然を生かし

た公園、動物と遊べ

る公園など、多様な

ニーズに対応した公

園の整備を進める。 

快適 
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基本施策 課題と対応シート 
理念 基本目標 基本施策 

快適 まちの魅力を高める 歴史・文化を活かす 

文化財や伝統芸能などの歴史・文化を

保存・継承しつつ、市民の学習や観光

資源として活用します。 

 

区分 課題 
方向性・ 

目標指標 
提案された意見 

※H27 年度で具体的に検討 

検討した

部会 

歴史 ・恵那市が持つ歴史的な風景を維

持・向上すべき。 

・歴史的建造物の活用が不足して

いる。 

・市民の歴史に対する認識が不足

している。 

・史跡指定後の保存・整備がなさ

れていない。 

・史跡指定後の方向

性を明確化し、地

域と行政が一体と

なって保存する。 

・歴史的建造物のＰ

Ｒを強化する。 

・ケーブルテレビを通

じて歴史・文化をＰ

Ｒする。 

快適 

文化 ・文化財指定後の保存・整備がさ

れていない。 

・伝統芸能・文化について保存・

伝承・ＰＲができていない。 

・文化的な景観の活用が不足して

いる。 

・文化に対する市民の認識が不足

している。 

・文化財指定後の方

向性を明確化し、

地域と行政が一体

となって保存す

る。 

・伝統芸能、祭りに

ついてのＰＲを強

化する。 

・ケーブルテレビを通

じて歴史・文化をＰ

Ｒする。 

・定期的に観光客へ伝

統芸能を披露する。 

快適 
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基本施策 課題と対応シート 
理念 基本目標 基本施策 

快適 便利に暮らす 戦略的に道路をつくる 

リニア中央新幹線開業、企業誘致、観

光誘客、住宅整備等明確な目的を持

ち、戦略的に道路網の整備を進めま

す。 

 

区分 課題 
方向性・ 

目標指標 
提案された意見 

※H27 年度で具体的に検討 

検討した

部会 

道路全般に関

わる財政的懸

念 

・今後、市の財政状況は厳しくな

ってくる。 

・事業のスクラップ

アンドビルドを進

める。 

 快適 

幹線道路・高

規格道路 

・何のための道路なのか、整備の

目的が明確でない。 

・道路をつくることが目的となっ

ている。 

・目的を達成するた

めの戦略的・効果

的な道路整備を進

める。 

・住宅開発や企業誘

致と連動した道路

整備を進める。 

・リニア駅開設に向

けて道路整備を進

める。 

・安全・防災対策と

しての道路整備等

を進める。 

・近隣他都市等（中津

川市、豊田市、三河

地域）と連携する幹

線道路の整備を促進

する。 

・リニア駅開設に向け

ての主要道路、南北

の道路網や未整備路

線等を整備する。 

・西の玄関口としての

高規格道路、幹線道

路を整備する。 

・市内西部地域から市

内を周遊する道路を

整備する。 

・環状道路を整備す

る。 

快適 

 

  

Ｎｏ 11 

11



 

基本施策 課題と対応シート 
理念 基本目標 基本施策 

快適 便利に暮らす 移動手段を充実する 

公共交通をはじめとする各種の移動

手段について、総合的な利便性の向上

を図るとともに、公共交通の利用促進

を図ります。 

 

区分 課題 
方向性・ 

目標指標 
提案された意見 

※H27 年度で具体的に検討 

検討した

部会 

全般に関わる

懸念事項 

・公共交通のダイヤの本数の増

加、料金の値下げは現実的に厳

しい。 

・ボランティアの活

用を進める。 

 快適 

利便性向上 ・公共交通の利便性に対する市民

の満足度が低い。 

・利便性が低いことから市外の病

院や学校へ通う人が増加してい

る。 

 

 

 

 

 

・公共交通、福祉バ

ス、スクールバス

等一体的、横断的

に検討し充実させ

るなど、総合的な

交通体系の見直し

を行う。 

・市内の人口とのバ

ランスをとって利

便性の向上を図

る。 

・各種バス路線の連携

を充実する。 

・目的別バスの運行を

進める。 

・病院、学校等への交

通手段を確保する。 

・駅前駐車場の確保、

整備を進める。 

快適 

運行の工夫 ・ニーズにあった運行ができてな

い。 

・買い物、通学等時

間帯のニーズにあ

った運行を行う。 

・弾力性のある運行

を行う。 

・福祉バスとして、予

約できる公共交通

（デマンド型交通）

を進める。 

・深夜バスの運行を進

める。 

・小型バスの運行を進

める 

・タクシーの相乗り 

快適 

明知鉄道 ・少子化、生徒数の減少により利

用人数が低下している。 

・他の公共交通との

連携を中心に、総

合的な見直しを行

い、市全体で利用

を促進する。 

・市職員の率先した利

用を行う。 

・利用形態に応じたダ

イヤを設定する。 

・明知鉄道と自主運行

バスの運賃体系を見

直す。 

・診察券を切符として

扱えるようなシステ

ムの構築を検討す

る。 

・阿木駅での行き違い

設備等の整備を進め

る。 

快適 

移動手段の確

保 

・中学生のスクールバスが不便

で、クラブ活動に支障がある。

・高校通学において地域で公共交

通網の格差がある。 

・高校通学において明知鉄道の料

金が高い 

 

・高齢者、障がい者が買い物、通

院等に不便がある。 

・公共交通を利用す

る生徒への支援と

利便性の確保を図

る。 

 

 

 

 

・高齢者、障がい者

が利用しやすい公

共交通を構築す

る。 

・通学定期の補助を行

う。 

 

 

 

 

 

・予約できる公共交通

（デマンド型交通）

を進める。 

・地域移送サービスの

拡大を図る。 

安心 
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基本施策 課題と対応シート 
理念 基本目標 基本施策 

快適 便利に暮らす 便利な消費生活を送る 

生活必需品の購入が困難になりつつ

ある地域においても買い物等ができ

るようにするなど、誰もが便利な消費

生活を送れるようにします。 

 

区分 課題 
方向性・ 

目標指標 
提案された意見 

※H27 年度で具体的に検討 

検討した

部会 

買い物環境 ・高齢化に伴う、買い物弱者、買

い物難民が増加している。 

・中山間地域などで生活必需品が

購入できる店舗が少なくなって

いる。 

・多様な販売方法を

検討する。 

・移動販売を強化、充

実させる(制度化す

る)。 

・総合的な買い物施設

を設置する。 

・訪問販売を実施す

る。 

快適 

周辺地域の環

境 

・周辺地域にガソリンスタンドや

雑貨店などの店舗がない 

 ・振興事務所等の空き

スペースを利用して

の販売促進。 

快適 
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基本施策 課題と対応シート 
理念 基本目標 基本施策 

快適 便利に暮らす 暮らしやすさを高める 

市民の生活を支える生活道路や上下

水道、ごみ処理、通信基盤などを維持・

向上させ、快適な市民生活が送れるよ

うにします。 

 

区分 課題 
方向性・ 

目標指標 
提案された意見 

※H27 年度で具体的に検討 

検討した

部会 

生活道路 ・危険な道路・通学路の解消な

ど、生活道路の交通安全対策や

防災対策が必要。 

・道路沿いの枯損木など、災害に

つながる道路環境の改善が必

要。 

・安全・防災対策と

しての道路整備等

を進める。 

・未整備路線の整備を

進める。 

・狭あい道路の拡幅を

促進する。 

・道路（通学路）の安

全対策を進める。 

快適 

上下水道 ・上水道、下水道の整備は概ね完

了している。 

・老朽化する既存施設を整備する

必要がある。 

・人口減少による、使用料収入が

減少し、料金の値上げが必要と

なり、効率化を図る必要があ

る。（検針に多くの人件費がか

かっている。） 

・現状を維持し、安

定した水道供給を

する。 

・安定した水道供給の

ための整備を進め

る。 

 

・（将来的な希望とし

て）水道メーターの

ＩＴ化を検討する。 

快適 

通信 ・ケーブルテレビの内容について

の不満（コンテンツが少ない、

番組に面白味がない、見るメリ

ットがない）がある。 

・加入率が低い（特に市街地） 

 

 

 

 

 

・企業が進出するようなＩＴ環境

ではない。 

 

 

・災害時の通信基盤への不安。 

・ケーブルテレビの

番組内容の工夫・

充実を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

・企業誘致のため、

戦略的なＩＴ環境

の整備を進める。 

 

・災害時の通信基盤

の確立 

・テレビ局から放映権

を購入して放映した

り、他のケーブルテ

レビと連携して番組

の充実を図る。 

・視聴人口を向上させ

るため、第一段階と

して無料にする。 

・市に密着した番組づ

くりを進める。 

・ＰＦＩなど、民間資

金を活用して整備す

る。 

快適 

ごみ ・有害鳥獣の増加に伴う処分方法

の確立と再利用が必要 

 

 

 

 

・ごみの減量が必要。 

・有害鳥獣の処分、

再利用の方法を検

討する。 

 

 

 

・より一層のごみの

減量を進める。 

・有害鳥獣の処分にか

かる費用の補助を行

う。 

・有害鳥獣等について

食としての活用方法

を検討する。 

 

・各家での焼却を可能

とする。 

・コンポストの促進を

図る。 

快適 

インフラ ・道路、橋梁、上下水施設等の老

朽化 

・道路、橋梁、上下

水施設等の健全な

資産管理 

・アセットマネジメン

トを行い、計画的な

維持管理を実施す

る。維持管理にも選

択と集中という考え

方に沿い、身の丈に

合った投資を行う。 

安心 
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基本施策 課題と対応シート 
理念 基本目標 基本施策 

活力 生き生きと暮らす 学ぶ力をつける 

生涯を通じて学びたいことが学び続

け、その成果を自分とともに社会に生

かし、自らを高めることができる学習

環境を充実します。 

 

区分 課題 
方向性・ 

目標指標 
提案された意見 

※H27 年度で具体的に検討 

検討し

た部会

三学の取組全

般 

・三学の取組が市民に知ら

れていない 

 

・学びの入口として、読書

活動が必要 

・三学の内容の充実・周

知 

 

・読書活動を推進する 

・市ウェブサイトに特設ペ

ージを設ける等、情報発

信を強化する。 

 

活力２ 

基礎学習・学

校教育 

・未経験局面等に対応でき

る人を育てるため、基礎

学力を身につけることが

必要 

・基礎学力を向上させる ・幼少時より資料収集や分

析・活用の学習 
活力２ 

部活・クラブ

活動 

・スポーツを学ぶ環境が必

要（指導者が不足） 

・文化的活動の選択肢が少

ない（例：山岡中の文化

部は音楽部のみ）。運動

が苦手な子や、美術が好

きな子もいるため、多様

に学べる環境が必要 

・部活・クラブ活動の推

進 

・指導者を探しやすい仕組

みづくり（体連の「指導

者バンク」の周知等） 

・文化活動の種類を増やす 

活力２ 

地域の歴史・

伝承文化・伝

統芸能 

・歴史・文化を伝えること

が必要 

 

 

・伝統芸能・伝承文化等を

伝える機会・場所が必要

・先人が残した歴史・伝

承文化・伝統芸能を学

び、子どもたちに伝え

る 

・教える機会・環境をつ

くる 

・伝える内容の整理 

・指導者の育成 

 

 

・学校の授業で、生涯学習

の時間を設け、伝統芸能

を学ぶ 

・地域に止まらず、地域外

の人も巻き込んだ発表の

場等の推進 

・保存会への経済的支援 

・学校での指導者を作ると

共に、学校への指導者配

置・指導者のフォロー 

活力２ 

社会に出てか

らの学習 

・学ぶ環境（時間）が無い

 

 

 

・公民館講座など、学べる

機会がある 

・学ぶ時間を作れる環境

を作る 

 

 

 

・学べる機会を充実・周

知する 

・仕事や地域活動に縛ら

れ、自分のための時間が

減ってしまうため、時間

を作れる環境づくりを行

う。 

・託児付の講座があると参

加しやすい（例：中高生

ボランティアを託児で活

用した事例あり） 

活力２ 
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基本施策 課題と対応シート 
理念 基本目標 基本施策 

活力 いきいきと暮らす 共に生きる力をつける 

家庭、学校、地域が一体となって、地

域に誇りと愛着を持ち、社会性や協調

性を有した豊かな心を持った人材を

育成します。 

 

区分 課題 
方向性・ 

目標指標 
提案された意見 

※H27 年度で具体的に検討 

検討した

部会 

社会とつなが

る力 

・地域に誇りや愛着を持っ

てもらうことが重要 

 

・家庭や地域で、他人への

思いやりやマナーを教え

ることが重要 

 

・自分だけの暮らしを守る

のでは無く、社会に参画

する意識が必要 

・地域に誇りや愛着

を持つ子どもを育

てる 

 

・他人を思いやれる

人、マナーを守る

人を育てる 

 

 

・社会活動に参加さ

せる意識付けを推

進 

・人・自然・ふるさとを愛

し、心豊かで潤いのある社

会生活の維持向上を目指す 

・大人の背中を見せ子どもを

育てる 

・地域での職場体験・キャリ

ア教育を行う 

・ジビエ料理など、年配狩猟

者の知恵を継承 

・家庭訓の設定 

・人権教育 

・思いやりを育むため、地域

で高齢者と子どもを交流さ

せる 

・ボランティアや社会活動に

参加する意識付け（ボラン

ティア教育） 

・青少年の健全育成 

・人権教育・男女共同参画 

活力２ 

国際教育 ・中学生を対象とした海外

研修を行っているが、次

につなげる仕組みがない

・海外研修後の次に

つなげる機会の充

実 

・国際交流協会と市民グルー

プとの連携 

・ホームステイに参加した生

徒の、今後の活動への巻き

込み 

活力２ 

IT 教育 ・IT については、親より

も子どもの方が詳しい 

・親も含めて、IT の使い

方・マナー等を教える必

要がある。IT の危険性

だけでなく発信・活用な

どを含めた、ポジティブ

にとらえた教育が必要。

・IT 教育の推進 ・IT の危険性の学習 

・It 活用についての学習 

・親も含めて学習機会を作る 

活力２ 

地域・家庭教

育 

・地域で教育することが重

要 

 

・子育て・家庭教育の重要

性の普及が必要 

・親向けの講演会等を行っ

ているが、参加者が少な

い 

・地域教育を推進す

る 

 

・家庭教育を推進す

る 

・思いやりを育むため、高齢

者と子どもを交流させる。 

・小学校まで中学校までとい

った細かい区分にとらわれ

ず、幼年期から大学まで、

一貫して地域で育てる。 

・休み期間中は、夜間外出す

る子が目立つので、地域で

パトロールを実施 

・家庭教育の重要性を保護者

に啓発（幼稚園・保育園・

学校の保護者を対象とした

講演会・研究会等を実施。） 

活力２ 

ボランティ

ア・社会活動 

・ボランティア等、社会活

動への参加機会が必要 

・ボランティアなど

社会活動に参加で

きる機会を推進す

る 

・参加できる機会を増やす 

・参加機会を PR する 

活力２ 

子ども同士の

交流 

・児童館、公園、支援セン

ターなど、子どもが遊べ

るような場所の充実 

・子どもが遊べるよ

うな場をつくる 

・ディサービスセンターと児

童館を複合させても良いの

では 

活力２ 
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基本施策 課題と対応シート 
理念 基本目標 基本施策 

活力 生き生きと暮らす 生きがいを持って暮らす 

芸術・文化やスポーツに親しみ、楽し

みながら健康で充実した人生を送る

市民を増やすために、市民の芸術・文

化、スポーツ活動を活発にします。 

 

区分 課題 
方向性・ 

目標指標 
提案された意見 

※H27 年度で具体的に検討 

検討した

部会 

活動内容 ・恵那市ならではの独自の

文化・芸術の育成が必要

 

・市民体育大会の参加者減

・文化団体が増えない 

・年齢や多忙を理由にスポ

ーツをしない人が多い 

・学べて遊べて楽しめるイ

ベントが必要 

・市独自の文化・芸術

育成を模索する 

・活動に関わる人口を

増やす 

・例）広重を活かした版画の

まち 

 

・初心者向けの内容（楽しめ

る活動） 

・部活動やクラブ活動の活用

（活動しやすい体制支援） 

・総合型スポーツクラブの活

用 

・医師と相談し、その人に合

ったスポーツを見つける 

・町でコラボし、文化を学び

なら楽しめるイベントを行

う 

活力２ 

指導者の育成 ・指導者の後継者の育成が

必要（例えば市内に俳句

の先生がいない）。 

・伝統芸能を伝える後継者

が少なくなっている 

・部活の指導者が見つから

ない 

・指導者を育成でき

る、専門的な活動を

推進 

 

 

・指導者を活用できる

体制を推進する。 

 活力２ 

活動の機会・

場づくり 

・文化・スポーツ活動を行

うには、一定規模の施設

が必要 

 

 

・市民が参加できる機会が

必要 

・既成団体には初心者が入

りにくいため、初心者向

けの機会・場が必要 

・スポーツ施設、文化

施設を効率的に維持

する。 

 

・ニーズの多様化を踏

まえ、市民が参加で

きる機会を作る 

・子どもたちがスポー

ツ・文化活動に参加

できる環境を守る 

 

 

 

 

 

・競技スポーツの強化、一人

一スポーツの推進、趣味の

会の育成、伝統芸能に参加

できる場、公民館講座など 

活力２ 

活動の発信 ・発表の機会が必要 ・発表の機会を作る ・例）音楽劇や各週の発表

会、市民スポーツ大会 

活力２ 
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基本施策 課題と対応シート 
理念 基本目標 基本施策 

活力 
みんなでまちをつく

る 
まちの担い手になる 

移住・定住を促進し、人口の維持・増

加を図るとともに、地域の活動参加者

や活動団体を育成し、地域の担う力を

高めます。 

 

区分 課題 
方向性・ 

目標指標 
提案された意見 

※H27 年度で具体的に検討 

検討した

部会 

移住・定住 ・空き家が増加 

・空き家を活用するにも改修費が

必要 

・恵那を知るための滞在施設がな

い 

・地域内の意識 

・移住者の知らない地域への不安

と地域内のルール 

 

・移住定住者の受入増と

転出抑制 

・地域及び個々の理解 

・利用希望者への提供 

・住める住宅の確保 

・地域ごとに空き家バン

クをつくる 

・都心と田舎暮らしを楽

しむ二地域居住の推進

・空き家改修費補助金継

続 

・地域を体験する拠点の

整備（今ある建物を活

用） 

・地域が衰退する危機感

を持つ 

・移住者と地域を繋げる

体制づくり 

・全域対象とした空き家バンク

の継続、家賃補助 

・地域と行政が密着した移住定

住体制、地域別空き家バンク

の設置 

・空き家の PR 活動（ネット等で

全国的に配信） 

・空き家調査の実施と利用可能

な空き家の把握 

・地域で空き家調査、→入居者

は地域及び所有者が選定す

る体制 

・多様な居住支援 

・条件を満たせば助成金アップ

する制度 

・民間の宿泊場所を活用する手

法 

・市が持っている施設（コテー

ジ等）で短期滞在→定住促進

として減免 

・人口減少に対する危機感を持

つことで地域受入の一体感

をつくる 

・期間を設けた移住体験の実施

(空き家を活用した短期滞在

施設の提供） 

・地域内に移住者をお世話する

人づくり 

・移住者受入の地域の説明会の

開催（移住者受入の理解が必

要） 

活力１ 

活動の担い手

の育成・支援 

・地域のリーダーが育たなくなっ

てしまった 

・地域のボスの発信力の弱体化 

・各種参加者が必要 

・高齢化や人口減により、地域の

清掃活動等ができなくなるかも

・地域の枠にとらわれない、各種

団体の支援が必要 

・まちづくりの参加者を

増やす 

・地域のリーダー（課題

を把握し、適した担い

手をつなげる人）を育

てる 

・NPO 等団体の支援を推

進する 

・責任を持ってやり抜く気持

ちの育成。 

・社会活動に参加させる意識

づくり 

・地域で次のリーダーを育て

る仕組みづくり。 

・ボランティア団体の育成 

・NPO 等の育成・支援 

活力２ 

活動機会 ・地域で、まちづくり担い手を育

成する機会と体制が必要 

・NPO・団体などが活躍できる機

会が必要。活躍機会を増やすこ

とで、現場で学び、自らの育成

に。 

・NPO そのものが住民に理解され

ていない 

・地域でのまちづくりの

機会・体制づくりを推

進する 

・NPO 等団体の活動を PR

し、各種団体の存在と

活用法を周知 

・市民と NPO をつなぎ、

NPO が活躍できる場の

提供 

 活力２ 

活動支援組織 ・NPO・団体などを育成する組織

（中間支援組織）を活用 

・まちづくりの財源を調べられる

ところがあるとよい 

・担い手育成の場とし

て、中間支援組織の活

動を充実・PR する 

・まちづくり市民協会の PR と

会員増 
活力２ 

若者の交流の

場づくり 

・晩婚化、未婚率の上昇 

・出会いの場が少ない 

・出会いの場を増やす ・若者会議の継続的な開催。 

・街コンの実施 
安心 
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基本施策 課題と対応シート 
理念 基本目標 基本施策 

活力 
みんなでまちをつく

る 
地域の自治力を高める 

地域の課題を自ら考え、取組む地域自

治力を高めるために、地域組織の強化

と活動を支援します。 

 

区分 課題 
方向性・ 

目標指標 
提案された意見 

※H27 年度で具体的に検討 

検討した

部会 

地域組織の強

化・充実 

・自治会未加入世帯の存在

（アパートなど） 

・子育て中は子ども会活動参

加のため自治会加入する

が、子どもが大きくなると

自治会を脱ける人もいる 

・人口減少により、周辺部で

自治が成り立たなくなる(大

井・長島以外） 

・青年団・婦人会等、元々あ

った組織が消滅 

 

 

・子どもと地域の関わりや、

近所付き合いが希薄 

・子どもが大人になったとき

に、ふるさとを思い出し、

暮らしたいと思う地域に。 

・加入世帯の向上 

 

 

 

 

 

・地域担い手の数つ

いて、少なくとも

現状を維持 

・役が多いため、組

織の効率化を図る 

・コミュニティの育

成（効果的・効率

的存続） 

 

・子どもと地域の関

わりを推進する 

・近所付き合いを推

進する 

・加入世帯を向上させる工

夫。 

・負担の軽減。 

・未加入理由の整理（①会

費が掛かる ②人とのつ

きあいが煩わしい ③役

職が回ってくる）と、加

入促進対策 

 

 

・現状を維持する仕組みづ

くり・効率化。 

 

・各種団体のあり方と役割

を整理。 

・学校以外の地域活動で地

域と子どもが協力する。 

・「向こう三軒両隣」精神

の復活（→地域自治の根

をつくる） 

活力２ 

運営体制の充

実 

・担い手を活用できる体制が

必要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・市の、地域自治への理解

や、自治力の育成体制が弱

い 

・担い手が地域で活

躍できる体制づく

りを推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

・市の支援体制を確

立する 

・担い手が地域で活用する

仕組みづくり。 

・担い手を発掘できる仕組

みづくり。 

・困難を有する子ども・若

者など、誰でもまちづく

りに参加できるよう支

援。 

・女性が参加しやすい体制

づくり 

 

・各町にまちづくりを支援

する専門員を置き、積極

的に地域自治を支援。 

・地域意見の市政への反映

方法 

・市の施設の積極的な活用

を支援 

活力２ 

市民の連帯感 ・市民の連帯感が弱い ・市民の連帯感を強

化する 

・市民の歌を制定する等、

市民の連帯感を強化す

る。 

活力２ 
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基本施策 課題と対応シート 
理念 基本目標 基本施策 

活力 
みんなでまちをつく

る 
様々な担い手がつながる 

地域組織、NPO、サークル等の地域の多

様な団体・グループがそれぞれの特性

を活かしながら活動を活性化させる

ために、団体・グループ間の連携を推

進します。 

 

区分 課題 
方向性・ 

目標指標 
提案された意見 

※H27 年度で具体的に検討 

検討した

部会 

連携支援 ・生きがいづくり・仲間づく

りができる場所が必要 

・ママ友でハンドメイド品な

どを販売しようと思って

も、市の施設だと販売にあ

たるので場所が借りられな

い。 

 

・活動を知ってもらわなけれ

ば組みようが無い 

 

 

 

 

 

 

・各担い手をつなぎ、連携を

支援する組織（中間支援組

織）が必要 

・生きがいづくり・

仲間づくりができ

る場所づくりを推

進 

 

 

 

 

・各種媒体や人脈な

どを活用し、活動

を発信することで

交流の場の拡大を

図る 

 

 

 

 

・中間支援組織の活

動を充実・PR する 

・気楽に集まれる交流の場

づくり 

・ママ友が気軽に集まれる

場、コミセンなど市の施

設を活用できれば。 

 

 

・人脈を使っての交流の場

を拡大する 

・町の行事など、連携に向

けた情報の発信 

・各町の広報誌の作成のあ

り方（どう情報を掲載す

るか）と発信・共有方法

の検討 

活力２ 

地域間の連携 ・共助力が弱い（地域と地域

の連携） 

・共助力の向上  活力２ 

地域と団体と

の連携 

・地域の課題を効果的に解決

できるよう、NPO 等の団体

との連携が必要 

 

・地域と高校・大学で連携し

ては 

・地域と NPO 等の連

携支援 

 

 

・地域と学校の連携

支援 

 

 

 

 

・地域行事運営に、小・中

学校、高校、大学でボラ

ンティアを募る等、連携

する 

活力２ 
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基本施策 課題と対応シート 
理念 基本目標 基本施策 

活力 まちを元気にする 産業を発掘・充実する 

新分野産業の育成、既存企業の育成、

農林業の経営基盤の強化を図り、安定

した雇用と地域の活力の基盤となる

産業を振興します。 

 

区分 課題 
方向性・ 

目標指標 
提案された意見 

※H27 年度で具体的に検討 

検討した

部会 

起業・企業支援 ・若い世代は原資がない ・起業融資制度の構築 ・新規起業者の金融機関、起業コ

ーディネーター、行政がそれぞ

れ役割を示し、マッチングす

る。（起業融資） 

活力１ 

 ・起業したいが場所がない ・起業適地の発掘 ・起業家が求める適地（地域）を

リストアップし情報提供する 
 

企業誘致・支援 ・魅力のある企業が少ない 

・地域貢献する企業が少ない

・魅力のある企業の

創出、誘致 

・地域に根ざした企業

の創出、支援 

・リニアの開通を見込んで中央で

の先端研究機関等の誘致（優秀

な人材の雇用先となりＵター

ンにもつながる） 

安心 

雇用の確保 ・働く場所がない 

 

・若者が定住するため

に、希望する進路に

見合った働く場所

の確保が必要 

・魅力ある企業の誘致を推進する 活力１ 

  ・若者が都市部に行か

なくても、地域で仕

事ができる企業が

増えることが必要。

・農業：個人農家の多い地域、集

約化し企業の参入による経営 

・林業：若者の活躍ができる企業

や団体の参入支援策 

・商業：リニアを活用した商業誘

致を地域ぐるみで計画 

 

   ・工業用地の確保、適地情報の収

集、企業誘致の推進、新しいワ

ークスタイルを実現する企業

の支援 

 

 ・リニアを生かした産業振興

が重要 

・自然災害が少なく、

日本の真ん中にあ

ることを PR した企

業誘致、中部車両基

地（工場）に隣接し

た地域の特性を生

かした関連企業の

誘致 

・工業用地の確保、適地情報の収

集、企業誘致の推進、新しいワ

ークスタイルを実現する企業

の支援 

 

 ・地元企業は雇用の確保がで

きない 

・将来を見据えた人材

確保 

・地元企業、事業所に有能な人材

を求めるよう促す 
 

商業 ・大型店舗の出店により,商

店街が空洞化しつつある 

・地元商店街の研究

（経営や集客）及び

賑わいによる発展 

・研究費への支援、活動支援 活力１ 

 ・個人商店等に元気が無い

（売る上げの減） 

・地域の歴史・文化と

連携した商店街の

活性化 

・歴史・文化と景観に配慮したま

ちなみの整備、観光地の再整

備、商店街活性化 

 

  ・衣食住の充実と観光

と連携した商業の

活性化 

・恵那峡サービスエリアと併設し

たハイウェイオアシス、リニア

需要への対応 

 

恵那ブランド ・地域の多くの種類を売り込

むことはいいが、何が恵那

ブランドなのかわかりづ

らい 

・地域の多くの種類を

売り込むことはい

いが、何が恵那ブラ

ンドなのかわかり

づらい 

・地域の多くの種類を売り込

むことはいいが、何が恵那

ブランドなのかわかりづら

い 

活力１ 

  ・対外的な情報発信

（恵那市の知名度

が上がり、地域が元

気なる） 

・地域資源の魅力を発掘し、活用・

磨き上げて情報を発信 
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区分 課題 
方向性・ 

目標指標 
提案された意見 

※H27 年度で具体的に検討 

検討した

部会 

林業 ・山の荒廃 森林再生 ・木の駅プロジェクトの推進 活力１ 

   ・森林組合による森林管理の推進

（国による制度の充実を想定） 
 

  林業経営 ・林業で生活できるシステム若し

くはその周辺事業と合わせた

支援、林業研修 

 

   ・木質ペレット産業の構築  

  里山づくり ・技術者を増やして技術の底上げ

をする 
 

   ・山の現状を知り、山に親しむ機

会（イベント等で山に入る機

会）の拡大 

 

   ・若い人たちが自然を見るだけで

はなく、管理に目を向ける（森

林管理へのボランティ参加） 

 

   ・山は山の生態系を守るため、針

葉樹から広葉樹の森とする 
 

 ・獣の被害が多い ・鳥獣害対策 ・山林の適正な管理（森林保全等

に携わる人材の確保） 
 

   ・被害防止策の成功例の実践・普

及 
 

農業 ・農林業の担い手不足 ・営農組織の育成 ・TPP 問題や原発廃止に備える、

組織の構築。国制度等を活用し

ながら、新しい公社をつくり、

担い手の育成や若者の雇用を

確保する. 

活力１ 

   ・新規就農者の受け皿となる営農

組織を充実 
 

  ・農地の維持・活用 ・農地維持の補助金の創出（農業

希望、移住者へ農地利用支援） 

・農地バンクの創設 

 

   ・農地の維持活動、若者の農業経

営に対する支援 
 

   ・就農支援要件の見直し（農地の

取得条件の緩和） 

・耕作放棄地を活用した栗園の拡

大 

 

     

     

 ・農林業への就業希望者の定

着が難しい（農林業が簡単

にできない 

・移住者のニーズに応

える施策の構築 

・地域活動に新規就農希望者の参

加を促す 
 

   ・農地提供者の把握と「農業スク

ール」等の実施 
 

  ・農業体験や田舎体験

を通じた交流を推

進 

・農業体験の推進、農業のある暮

らしの推進、観光農園の整備、

農村景観の保全、新規就農支援 

 

   ・農業・林業等の自然相手の仕事

の魅力を発信 
 

   ・山、イベント（薪割り、農作講

習等）やりながら山の手入れ。

産業と観光をうまく結びつけ

つつ、活用する。） 

 

  ・農産物等の価値を上

げるとともにブラ

ンド力を強化 

・恵那らしい食の提供に向けた空

間の創出、農産物のブランド化

の推進、販路拡大の推進、新た

なブランド化の推進、お米と安

全な食の推進、恵那の食文化・

歴史の活用、食の伝承と体験の

推進 

 

   ・インターネット等を活用した消

費者への直接販売の拡大 
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基本施策 課題と対応シート 
理念 基本目標 基本施策 

活力 まちを元気にする 交流で元気になる 

地域が主体となって地域の資源の魅力を

発掘・磨き上げる観光まちづくりを推進

し、来訪者との交流を通じて地域が元気に

なる観光を推進します。 

 

区分 課題 
方向性・ 

目標指標 
提案された意見 

※H27 年度で具体的に検討 

検討した

部会 

連携・ネット

ワーク 

・地域の観光の連携と体系化

が出来ていない 

・地域の資源の組み

合わせ 

・各地域の観光資源のネット

ワーク化 

・地域資源を活用した体験型

観光メニューの創出 

・年間を通じた多彩なイベン

トの開催「まちのにぎわ

い」 

・産業観光、歴史観光、自然

観光の推進 

活力１ 

  ・恵那市観光協会支

部との連携 

・市全体として取り組む観光

振興の方針の確立 

・支部間の連携による終日楽

しめるメニューづくり（地

域資源を活用） 

 

  ・地域及び各種団体

と相互連携の強化 

・観光に対する地域内の各種

団体の協力体制づくり 

・各地域の関係団体等のネッ

トワーク（観光テーマ別） 

 

  ・リニアを生かした

観光振興（集客） 

・東濃地域の各都市との連携

強化（地域に滞留させる方

策） 

・鉄道を活用した観光（明知

鉄道の「観光鉄道」とす

る） 

 

観光・魅力 ・新しい観光のあり方がな

い、インパクトがない 

・新しい目線での観

光のあり方を探す 

 

・本来、産業や文化、歴史、

スポーツ、まちづくりとい

った資源を観光と呼んでい

るが、既存の観光資源（歴

史、文化、風土、自然）を

活用した新しい観光のあり

方の構築 

（地元の人には見えないいい

物を探り出す） 

・観光ニーズの変化を踏ま

え、新しい目線で地域の観

光資源の発掘と新たな観光

のあり方の検討 

・観光客が選ぶ「観光（史跡

や歴史を活用した観光）」を

検討 

・ツーリズムの推進 

活力１ 

  ・地域資源の掘り起

こし 

・自然を活用した観光や里山

を資源とした整備（秘境め

ぐり、エコツーリズム） 

・地域が主体となる観光のあ

り方を実施 

・古さと新しさが融合するま

ち（拡張現実技術）外国人

誘致  

・観光名所の発掘、観光素材

の再発見 

・恵那の暮らしの観光推進 

・宿泊施設の PR と活用 

 

  外国人観光客の誘致 ・外国語による案内表示、観

光案内の充実 

・外国人観光客のニーズにマ

ッチした観光資源の発掘

（日本の生活文化の体験

等） 
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区分 課題 
方向性・ 

目標指標 
提案された意見 

※H27 年度で具体的に検討 

検討した

部会 

観光・魅力 

（続き） 

・恵那にはこれ！といったも

のがない 

・リピーターを増や

す施策の構築 

・人のふれあいによる観光魅

力の創出（おもてなしの心

の醸成） 

・食事や土産などでお金が落

ちる仕組み 

・豊かな自然や歴史を絡めた

魅力的な地域を市民が創る 

・観光ガイドの育成と支援 

活力１ 

  ・既存の観光資源を

活用した魅力ある

観光地づくり 

・観光地の整備、景観の整

備・保全 
 

 ・特産品の知名度がない 

 

・食ブランドの発見 ・食のブランド（恵那にしか

ないもの）のインパクトで

観光客を誘致する。見る物

よりも、食べる物の方がリ

ピーター率はある。 

・昆虫食、シビエ料理など、

恵那ならでは食文化のＰＲ 

 

  ・恵那の素材を生か

した「食」を提供 

・食の集積と場の提供、ロー

カルフードの再発見と PR、

グルメの展開、レストラ

ン・飲食店の活用と支援、

新商品の開発支援と PR、和

洋菓子と観光の連携による

情報発信、食の伝承と体験

の推進 

 

  ・恵那観光ブランド

の構築 

・特化した観光メニューづく

り 

・全市としての一体感のある

PR の方法 

 

ＰＲ・案内 ・内外共に情報発信不足 ・市の玄関口での情

報提供 

・恵那駅前での観光案内の充

実（改札口から観光案内所

への誘導、観光案内看板の

設置等） 

活力１ 

  ・全国的な PR の展開 ・ターゲットを明確にしたＰ

Ｒの展開（内容によって

は、ターゲットを絞って PR

する） 

・観光 PR の推進 

・観光情報発信施設の整備 
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基本施策 課題と対応シート 
理念 基本目標 基本施策 

活力 まちを元気にする 循環型社会をつくる 

地域自然資源を活用したエネルギー

の開発と活用、知己の農産物の地域内

消費の促進など、エネルギー・食の地

域内循環の仕組みをつくり、地域の自

立性を高めます。 

 

区分 課題 
方向性・ 

目標指標 
提案された意見 

※H27 年度で具体的に検討 

検討した

部会 

自然エネルギ

ー 

・間伐材等、山の木が利用され

ていない 

・木材資源を活用した

新エネルギーの開

発 

・エネルギーの地産地消実

施し雇用を創出（間伐材、

木くずを活用した木質ペ

レットの製造、発電） 

活力１ 

   ・間伐材を木質エネルギー

としての活用を真剣に研

究するために専門家を交

えた研究会を発足させる 

 

   ・間伐が必要な山が多いが、

木材の使用場所が限られ

ている。また、薪ストー

ブ・ペレットストーブ・薪

ボイラー設置の補助金の

創出 

 

   ・保育園・学校などを薪スト

ーブにするなど家庭や公

共の場所で使う資源を石

油から地元の資源にする

ことで県外・海外へ支払

うよりも市内・県内でお

金が回るようになる。設

置への助成金が必要。 

 

   ・温泉施設で「まきボイラ

ー」を活用 

 

 ・環境に優しいエネルギーを

使う 

・現在ある資源を利用

したエネルギー開

発 

・多様な自然エネルギーの

開発（バイオマス、小水力

発電、風力、太陽光） 

 

地産地消  ・地産地消の推進と環

境の保全 

・地産地消の推進、環境保全

の推進と産業の振興 

活力１ 

企業・企業間・

地域・の市内連

携 

それぞれの商業関係者、大手企

業、地域で儲かる仕組みがな

い 

・相互において、縦貫

できる仕組み（作

る、売る、雇用、元

気） 

・企業や地域が連携し、 終

的に地域が潤う仕組みを

構築 

・企業間同士及び商店等の

連携による新しい商業 

活力１ 

地産地消（食の

安全） 

・「身土不二」（人間の身体と土

地は切り離せない関係にあ

り、その土地でその季節にと

れたものを食べるのが健康

に良いという考え方）という

精神の普及 

・地元の食品、食材の売り込み

不足 

・恵那産の食物を手に入れた

いが、近所のスーパーや商店

で買えない。 

・地産地消を推進して

健康的な食生活を

実現する 

・食の安全に関する情報の

提供 

・有機農作物の振興 

・学校給食、福祉施設等への

積極的な食材提供 

・スーパー以外での地元の

野菜など、手に入れられ

る場所を提供する 

・無人販売所マップの作成 

・地元農家さんの集合販売

所を設置する 

・確実に利用を確保できる

大口の消費組織を作って

いくことが必要。 

安心 
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